
【２学年のまとめ】 

１．学年の取組 

   2 学年においては、学校生活の中では友達と仲よく活動しながらも、教室で密になって遊ぶ友達を注意し

たり、お互いに授業の始まりの時間の声掛けをしたりするなど、一人一人が正しく行動しようとする様子が

見られる。しかし、普段は正しいことと悪いことの区別をしていても、影響力の強い友達に誘われると、よ

く考えずに同一行動をとってしまうこともある。発言力の大きい児童には言いなりであったり、自分に不利

益があることについてはごまかしたりうそをついたりしているところも見受けられる。 

   事前のアンケート調査の結果を見ると、学級の半分以上の児童が友達の正しくない行動を注意することが

できていることがわかる。一方で、正しくない行動を見たことがないと答える児童もあり、友達の正しくな

い行動に気が付いていない、あるいは善悪の判断が十分身に着いていないと思われる児童も一部いることが

わかった。また、正しくない行動を見てもそのままやり過ごしてしまったり、見て見ぬふりをしてしまった

りする児童がいたことから、傍観者にならず、一人一人が勇気を持って、正しいと思った行動をしようとす

る気持ちを育てたいと考えた。そこで 2 学年では、以下のような取り組みを行った。 

①考えを明確化する工夫 

     議論する中で、自分の考えを帽子の色で表すことで、可視化され、今の自分の考えを自己や他者に知

らせ、他者の考えを目でも知ることができる。また、同じ帽子色で考えを表している友達でも根拠が違

う事に気が付いたり、異なる帽子色を表したりしている友達の意見を聴いて、共感できたり等、多様な

考えに気付かせたい。また、自分の考えが、変わったり、揺れ動いたりして、帽子の色を替えるまたは、

替えようか考える行動そのもので、迷いや変化を自覚し、多角的な見方や考えの深まりを感じられるよ

うにしたい。 

   ②ワークシートの工夫 

     道徳科の授業においては、毎回同じ形式のワークシートを用いることで、児童が安心して流れを見通

して、主体的に取り組めるようにしたい。児童の発達段階を考慮し、主体的に思いを記述し、考えを広

めることができるように、行があるワークシートとないワークシートを用意し、自分で記述しやすい方

を選択できるようにする。 

 

２．授業実践について 

主題   勇気を持って  内容項目【A－１ 善悪の判断、自律、自由と責任】 

本時のねらい 主人公の心の葛藤からどうするべきかを考える活動を通して、周囲の意見に流されず自分の

正しいと信じるところに従って判断するべきだと気づき、勇気をもって正しいことを進んで

行おうとする心情を育てる。 

  

教材名    おれた ものさし（出典「新しいどうとく２」東京書籍） 

 授業者  ２年２組 小林 岳登 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の振り返りより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導内容（指導者・ふじみ野市立西小学校 鈴木孝雄 教頭先生） 

 

 

 

 

３．成果と課題 

 ○導入ではアンケートの提示をテレビで行ったことで時間が短縮され、主発問に時間をかけることができた。 

 ○先行授業をもとに発問をすっきりさせることで、児童にとって考えやすい発問になった。 

 ○毎時間同じ型のワークシートを使用したことでよく記述できていた。枠については差が見られなかった。 

 ▼主発問における問い返しが表面的なものになってしまった。 

  ⇒のぼるに対するぼくの気持ちを考えさせる時に周りの子達のことも意識させるとよかった。 

 ▼教師と児童の議論になってしまった。子供同士のペアやグループワークを取り入れるとよかった。 

 ▼学年帽子を使って考えの可視化を行ったが、本時ではほとんどの児童が行動する方になり、変容があまり見

られなかった。 

▼行動する、しないの 2 択で考えていたが、迷うといった意見も出た。絞らないことでさらに意見が出たので

はないか。また、その迷う気持ちを切り口にして議論を深められたのではないか。 

・授業を通しての課題を記載すること。 

・主発問の際に行動する、行動しない以外に出たことについて検証すること。 

 

○これから一人一人がよいと思ったことを進んでしていけるようにするためにはどうしたらいいと思いますか。 

・まちがったことをしていたら、ゆうきをだしてやさしくちゅういする。 

・だれかがこまっていたら、ゆうきをだしていけばこうどうできる。 

・見ているだけでなく、こまっている人をたすけたい。 

・みんながなかよくしあって、けんかをしても一人一人がちゅういする。 

・だれかがいじめられていたら、だめだよとおしえてあげる。 

・ただ見ているだけではたすけられないから、見ていないでうごく。 

・わるいこと、いけないことをしない。 ・うそをつかない ・だめなことを知る。 

【授業の流れ】 

①アンケートの結果を提示しねらいとする道徳的価値への意識付けをする。 

②教材文前段を読み、胸がどきっとした時の僕の気持ちを考える。 

③その後の僕は行動するのかしないのかを考え、話し合う。 

④教材文後段を読み、僕が行動できた理由について考える。 

⑤これまでの自分をふりかえり、これからよいと思ったことをするためにどうすればいいか考える。 

 

 

 

 

学年帽子を利用して、「行動する・行動

しない」に分けて自分の考えを知らせ

た。多くの児童が「行動する」に偏った

が、中には迷う児童も見られた。「迷っ

ているけど、勇気を出せば行動できるか

もしれない」という意見もあった。 


